
おもしろ算数 10６ (小６年生） 
 

（このページは、直接入力できません。そのまま見るか、印刷してもらって使ってね‼） 

小学校６年生の みなさん、こんにちは。 

おもしろ算数 106 は、「面積」の問題です。 

【問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自分の考え】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下の図形を、面積の大きい図形から順に並べましょう。 

図形の番号を面積の大きい順に書きましょう。 

１ 

① 円         ② 半円        ③ ４ 円 

 

 

 

 

半径３㎝         半径６㎝         半径８㎝ 

 



 

答え． 面積の大きい方から順に、②、③、①、になる。                    

 

 

    はじめに、①、②、③、の面積は、すべて円の面積の公式（半径×半径×円周率（３．１４））を 

使えば面積が求められるので、順に面積を求めていきます。 

 

         ①の面積は、 ３×３×３．１４＝２８．２６ 

 

         ②の面積は、 ６×６×３．１４÷２＝５６．５２ 

 

         ③の面積は、 ８×８×３．１４÷４＝５０．２４ 

 

    だから、 面積の大きい方から順に、②、③、①、になります。 

 

 

※①、②、③、ともに半径の長さが分かっているので、 

       ①は、３×３  ＝９ 

       ②は、６×６÷２＝１８ 

       ③は、８×８÷４＝１６ 

       だから、面積の大きい方から順に、②、③、①、になります。 

       このように、円周率を除いた部分の計算だけで、大きさの比較ができます。 

       円周率が入ると、小数になって計算が大変なので、 

       円周率を除いて考えるこの方法も参考にしてみてくださいね。 

 


